


時　間　午前10時～午後４時
ところ　外宮バス停前広場周辺
内　容　伊勢志摩地方の特産品など、
　　　　約70店舗が軒を連ねます

花照ちゃんカップ

伊勢楽市

・
30日（土） 31日（日）

　５月30日（土）・31日（日）に、第52回全日本花いっぱい伊勢大会が開催
されます。
　この大会では、「花を媒介とした心の運動」をもう一度見直し、花と緑
の育成をさらに広げることにより、地域を活性化させ、花いっぱいのまち
として、伊勢の心・魅力を多くの人に伝えていきます。

観光事業課内・第52回全日本花いっぱい伊勢大会実行委員会事務局（☎㉑５５６６）

ところ　朝熊山麓公園
内　容　県内外のよさこい団体によ
　　　　る演舞、菓子まき、花の種

　　　　プレゼントなどが行われます

※31日（日）・午前11時～午後３時に、
伊勢・安土桃山文化村の特設ステー

ジでも、よさこい演舞を行います。

◆展示会

ところ　外宮参道　
内　容　コンテナとハンギングバスケット約250点が、
　　　　外宮参道を彩ります
◆寄せ植え教室

と　き　５月30日（土）、午前10時～・午後２時～
ところ　いせ市民活動センター北館（シティプラザ）
内　容　プロが教える花いっぱいの寄せ植え
定　員　各25人（先着順）
参加費　2,500円
申し込み　㈲ヤマジ園芸内・コンテスト実行委員会
　　　　　（☎志摩０５９９・５５・００１１）へ
◆講演会

と　き　５月31日（日）、午後２時30分～
ところ　いせ市民活動センター北館（シティプラザ）
内　容　「金子流　園芸の楽しみ方」金子明

あき

人
ひと

（日本クレ
　　　　マチス協会理事、ＮＨＫ「趣味の園芸」講師など）

〜
29日（金） 31日（日）

第２回美し国三重「寄せ植え」コンテスト

花いっぱい伊勢志摩舞祭り

ところ　朝熊山麓公園フットボール場
内　容　県内女子サッカーチーム約10
　　　　チームが、少女カテゴリーと

　　　　一般 (ママ )カテゴリーに分か
　　　　れ、試合を行います

・
30日（土） 31日（日） 31日（日）

関連イベント
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サテライト会場サテライト会場サテライト会場サテライト会場

第52回全日本第52回全日本第52回全日本第52回全日本

～５月30日（土）・31日（日）～

第52回全日本

伊勢
大会

花のまち  お伊勢参りと  花めぐり
い
よ
い
よ
開
催
！

◆大会式典

　全国の花いっぱい運動に

　貢献した人の表彰、市内

　の小学生による大会宣言

　などを行います。

◆記念講演

時　間　午後３時15分～
ところ　観光文化会館
内　容　「神宮式年遷宮～花
　　　　と人と永遠のいの

　　　　ち～」

　　　　河合真
しん

如
にょ

さん（神

　　　　宮司庁広報室次長）

◆記念植樹

時　間　午後４時～
ところ　 県営サンアリーナ・
　　　　花の広場

ところ　県営サンアリーナ・特設会場　
内　容　花いっぱいのまちづくりをみんなで共感できる多彩なイベントが繰り広げられます
 　　　　　　　　● 花に関する教室や展示
 　　　　　　　　● 環境に取り組む企業ブースなどのコーナー
 　　　　　　　　● 地元参画やゲストによるステージイベント
 　　　　　　　　● 地元グルメが集まるグルメゾーン

※雨天決行します。なお、最終日は午後４時までです。

◆花の広場

ところ　県営サンアリーナ・花の広場
内　容　市民が、一定の花壇スペースにデザインしてつくった「みんなの花壇」や、市民ボラン
　　　　ティアによる花畑が、花の広場を色とりどりに彩ります

花いっぱいフェスティバル 2009
・

30日（土） 31日（日）

◆横輪桜の里（３月下旬～４月上旬）

　懐かしい風景に咲き誇る横輪桜や散策が楽しめます。今年も、４

月上旬には桜まつりが開催され、さまざまなイベントが行われました。

問い合わせ　郷の恵「風輪」（☎39１７４１）
◆神宮ばら園（５月上旬～下旬）

　ばら園には、プリンセスローズ（皇室ゆかりのばら）や珍しい品

種「ピンクジュエルズ」をはじめ、約120種類・450株が咲きそろ
います。

問い合わせ　神宮会館（☎㉒０００１）
◆外宮勾玉池（６月上旬）

　勾玉池に、約240種類・2300株の花しょうぶが咲き乱れます。
◆二見しょうぶロマンの森（６月上旬～中旬）

　遊歩道や東
あずま

屋
や

なども整備されているしょうぶ園に、約100種類４
万株の花しょうぶが咲き誇り、６月中旬にはしょうぶフェスタが開

催されます。

問い合わせ　民話の駅　蘇民（☎44１０００）

　第52回全日本花いっぱい伊勢大会の一環として、５月30日・
31日以外にも、市内各所で、花のおもてなしをお楽しみいただけます。

30日（土） サテライト会場記念式典

県営サンアリーナ・花の広場
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社
会
は
、
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
、
将
来
展
望
が
不
透
明
な

状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
編
成
さ
れ

た
平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
伊
勢
と
い
う
ま
ち
の
特

性
を
生
か
し
、
自
立
し
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
の
予
算
で
す
。

　

国
・
地
方
を
取
り
巻
く
財
政

状
況
は
厳
し
く
、
と
り
わ
け
当

市
の
財
政
状
況
は
、
も
と
も
と

の
財
政
基
盤
が
弱
い
上
に
、
現

在
の
経
済
・
金
融
情
勢
の
悪
化

に
よ
り
、
自
立
的
な
行
財
政
運

営
を
進
め
る
上
で
の
根
幹
と
な

る
市
税
に
つ
い
て
、
大
幅
な
減

額
が
必
要
と
な
り
、
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
非
常
に
苦
慮

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

伊
勢
市
を
取
り
巻
く
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
情
勢
を
十
分
認
識

し
、
国
・
県
の
予
算
編
成
状
況
、

国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど
を
念

頭
に
置
き
、
市
民
の
要
望
、
事

業
の
必
要
度
・
緊
急
度
な
ど
を

総
合
的
に
検
討
し
な
が
ら
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
施
策
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
平
成
20
年
度

予
算
へ
の
事
業
の
前
倒
し
措
置

も
含
め
、「
こ
の
ま
ち
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
学
校
耐
震
化

や
消
防
力
の
強
化
、
児
童
・
生

徒
の
教
育
支
援
の
充
実
、
生
活

道
路
の
整
備
な
ど
、
安
全
・
安

心
の
確
保
に
主
眼
を
置
き
、
教

育
や
福
祉
の
充
実
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
生
活
基
盤
の
充
実

と
い
っ
た
生
活
者
の
視
点
で
の

事
業
に
つ
い
て
重
点
を
置
い
て

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
確
保
に
主
眼
を
置
き
、
生
活
者
の
視
点
で
の
事
業
、

緊
急
雇
用
対
策
な
ど
に
配
慮
し
た
予
算
を
編
成

〜
自
立
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
〜

　

一
般
会
計
予
算
は
、
昨
年
度

と
比
べ
て
0.9
％
減
の
４
０
９

億
２
０
８
０
万
円
で
す
。(

左

表
参
照
）

　

こ
の
う
ち
、
歳
入
・
歳
出
の

内
訳
を
左
ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
で
、

ま
た
、
主
な
事
業
を
６
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
ま
す
。

区　分 予算額   (対前年度比)  

一般会計（ア） 409億2,080万円 (－  0.9％）

特別会計（イ） 253億9,542万4千円 (－  2.8％）

国民健康保険 134億5,900万6千円（－  1.5％）

老人保健医療 2,462万7千円  （－97.9％）

後期高齢者医療 21億6,436万4千円 (＋  5.0％）

介護保険 93億5,918万8千円 (＋  6.3％）

住宅新築資金等貸付事業 5,138万3千円  （＋72.3％）

まちなみ保全事業 4,366万5千円（－41.2％）

農業集落排水事業 8,977万6千円（－28.0％）

土地取得 2億341万5千円 (－  0.1％）

企業会計（ウ） 167億425万円 (－ 6.5％）

病院事業 65億569万8千円 (－  6.7％）

水道事業 41億4,007万6千円  (－16.5％）

下水道事業 60億1,702万2千円 (＋  2.2％）

認知症対応型共同生活介護事業 4,145万4千円 (＋  0.2％）

合計（ア）＋（イ）＋（ウ） 830億2,047万4千円 (－  2.6％）

平成21年度 会計別予算

※ ( ) 内は、平成20年度当初予算との増減比です。

◆一般会計…福祉・教育・消防など市民生活に必

要なサービスの提供や、道路・公園の整備など、

地方公共団体の目的を達成するための事業に掛か

る会計。

◆特別会計…介護保険など、特定の歳入を特定の

歳出に充て、一般会計の歳入・歳出とは別に収支

を明らかにする必要がある事業に掛かる会計。

◆企業会計…地方公営企業法の適用を受ける特別

会計。

平成21年度当初予算が、３月市議会定例会で審議され、決定しました。
今回は、市民の皆さんに関係が深い一般会計を中心に、当初予算のあ

らましについてお知らせします。

行政経営課（☎㉑５５２９）
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負担するお金

市民税 53,166円

固定資産税 49,707円

都市計画税 7,520円

市たばこ税 4,919円

軽自動車税 1,824円

合計 117,136円

使われるお金
民生費
高齢者福祉、児童福祉など

99,278円

公債費　
市の借入金の返済

41,735円

土木費
道路、河川、都市計画など

36,369円

総務費
市全般の管理事務など

33,589円

教育費
小・中学校や幼稚園の整備、社会教育など

31,979円

衛生費
保健衛生やごみ、し尿の処理など

30,026円

消防費
消防、救急、救助など

15,165円

その他
農林水産、商工業の振興など

15,269円

合　計 303,410円

※市税158億円の主な項目を、３
月末日の人口134,870人で割った
ものです。

※目的別の各項目を、３月末日の人口134,870人で割ったも
のです。

市民１人当たりで計算すると…？

一般会計歳入の内訳 一般会計歳出の内訳（目的別）

平成21年度

当初予算
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◆伊勢市駅周辺整備事業

　伊勢市駅周辺の道路や公園の整

備と、駅前広場の整備検討、また、

市民活動と連携した活性化に取り

組みます。

◆コミュニティバス運行事業

　これまでの運行状況から、ルー

ト見直しなどの改善を行い、効率

的で、より住民の皆さんが利用し

やすい運行を行います。

平成21年度の主な取り組み
ご遷宮にむけた
伊勢らしいまち

◆厚生・五十鈴中学校校舎改築事業

　厚生・五十鈴中学校の改築に着

手します。これで、すべての小・

中学校の耐震化が完了します。

◆住宅・建築物耐震改修等促進事業

　木造住宅の耐震診断、耐震補強

設計、耐震補強工事の実施を支援

します。

◆地域防災力向上支援事業

　防災意識の普及啓発や、地域リ

ーダーの育成など、地域の防災力

を高める取り組みを支援します。

安全で安心な
災害にも強いまち

◆四郷地区認定こども園施設整備事業

　あさま保育所は、施設の劣化・

損傷が著しいため、四郷幼稚園の

機能を併せ持つ幼保連携型の認定

こども園として建て替えに着手し

ます。

◆成人健康診査事業

　健康増進法に基づき、生活習慣

病の早期発見を目的に、骨粗しょ

う症、肝炎ウイルス検診および保

険未加入者への健康診査を実施し

ます。

◆病院の経営改善

　平成20年度に策定した「病院
経営改革プラン」に基づき、安定

した医療サービスの提供と経営の

改善に取り組みます。

健康で、心豊かな
人の育つまち

◆ごみ減量・資源化の推進

　二見地区で取り組んできたてん

ぷら油の回収を全市に拡大し、再

生利用を図ることにより、ごみの

減量・資源化を推進します。

　また、可燃ごみの集積化・ステ

ーション化やごみ収集などのサー

ビスの統一に取り組んでいきます。

◆産業支援推進事業

　企業支援員を配置し、企業の課

題などを分析し解決のための手法

を提案したり、経営・財務・技術

などの専門家と連携を図り、総合

的にサポートを行います。

◆緊急地域雇用対策事業

　市内の厳しい雇用・失業情勢に

対処するため、離職を余儀なくさ

れた人に対して、次の雇用までの

短期の雇用・就職機会を提供する

ための事業（各種データの整理・

分類や台帳整備など）を実施し、

生活の安定を図ります。

環境にやさしく、
産業が活きるまち

◆伊勢志摩広域観光活性化事業

　平成20年度に国の認定を受け
た伊勢志摩地域観光圏整備事業の

推進など、伊勢志摩地域が一体と

なった観光振興に取り組みます。

◆全日本花いっぱい伊勢大会開催事業

　5月30日・31日に「第52回全
日本花いっぱい伊勢大会」を開催

し誘客を図るとともに、花のまち

づくりを進めます。

◆伊勢活性化プロジェクト事業

　市民の皆さんと行政が一緒に観

光のまちづくりについて話し合う

「伊勢観光活性化プロジェクト会

議」を運営し、観光まちづくり会

社設立の検討などに取り組みます。

伊勢志摩地域の観光
拠点としてのまち

◆地域自治推進事業

　モデル地区において「ふるさと

未来づくり推進計画」の検証を行

い、制度の確立に努めます。また、

取り組みの全市的な広がりを目指

し、リーダー養成講座や講演など

を行います。

◆首都圏情報発信事業

　首都圏在住で幅広い人脈をもつ

伊勢市ゆかりの人にご協力いただ

き、首都圏で市に関係の深い企業・

団体・個人などによる「ふるさと

人材ネットワーク」を形成し、ネ

ットワークを活用した企業誘致や

観光振興などの情報発信・収集に

取り組みます。

市民に期待される
市役所づくり
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亀
井
秀
樹
前
副
市
長
の
後
任

に
、
戸
神
範
雄
副
市
長
が
４
月

２
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

　

戸
神
副
市
長
は
、
昭
和
26
年

１
月
15
日
生
ま
れ
。
昭
和
48
年

４
月
に
三
重
県
職
員
と
な
り
、

同
和
課
地
域
改
善
調
整
監
、
企

業
立
地
課
副
参
事
、
職
員
課
調

整
監
、
職
員
課
長
、
総
務
局
人

材
政
策
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
人
事
委
員
会
事
務
局
長
、

東
京
事
務
所
長
、
政
策
部
長
、

企
業
庁
長
を
務
め
ま
し
た
。

５
月
３
日
〜
５
日

交
通
政
策
課
内
・
伊
勢
地
域
観
光
交
通
対
策
協
議
会（
☎
㉑
５
７
０
３
）

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

中
の
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た

め
、
年
末
年
始
の
交
通
渋
滞
対

策
で
お
な
じ
み
と
な
っ
た
「
パ

ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

今
回
は
、
臨
時
駐
車
場
を
県

営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
と
宮
川
ラ
ブ

リ
バ
ー
公
園
に
設
け
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス（
無
料
）を
２
ル
ー
ト
運

行
し
ま
す
。（
下
表
参
照
）

実
施
期
間　

５
月
３
日（
日
・
祝
）

〜
５
日
（
火
・
祝
）

利
用
料
金　

無
料

※
両
ル
ー
ト
間
の
乗
り
換
え
は

で
き
ま
せ
ん
。

交
通
規
制

　

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
の
実

施
に
伴
い
、
国
道
23
号
・
伊
勢

自
動
車
道
伊
勢
西
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
・
伊
勢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」

５
月
号
と
同
時
配
布
し
た
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

親
せ
き
や
知
人
な
ど
で
、
市

外
か
ら
伊
勢
へ
来
る
人
に
、
規

制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

　

交
通
規
制
中
は
、
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

臨時駐車場 入車可能時間 バス運行ルート

県営サンアリーナ 10:00 ～ 16:00
県営サンアリーナ

～伊勢神宮（内宮）

宮川　　　　　

ラブリバー公園
10:00 ～ 15:00

宮川ラブリバー公園

～伊勢神宮（外宮）

～伊勢神宮（内宮）

年末年始の様子

パーク＆バスライドの概要パーク＆バスライドの概要パーク＆バスライドの概要

パーク＆バスライド実施本部
（☎０８０・２９１０・９６２５）
対応時間　５月３日 (日・祝)～５日 (火・祝)
　　　　　　　午前10時～午後６時
※実施期間中は、渋滞情報や駐車場満空
　情報などを、市の携帯電話
　用ホームページ（http://ww
　w.city.ise.mie.jp/m/）で配信
　します。

実施期間中の問い合わせ先

戸
神
副
市
長
が
就
任
し
ま
し
た

職
員
課
（
☎
㉑
５
５
０
５
）

３
月
市
議
会
で
選
任
同
意

戸と

神が

み　

範の

り

雄お　

副
市
長

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
４
９
）

　

新
た
に
、
四
郷
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

四
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
、
四
郷
支
所
を
併
設

し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
多
目
的
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
会
議
室
や
図
書
室
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
し
て

地
域
交
流
室
を
設
け
て
い
ま
す
。

所
在
地　

楠
部
町
２
４
８
４

　
　
　
　
　

（
四
郷
小
学
校
横
）

電
話
番
号　

㉒
２
５
７
６ 完成した

四郷地区コミュニティセンター
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「
広
報
い
せ
」
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
平
成
21
年

10
月
以
降
、公
的
年
金
か
ら
の
市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
税
額
の
計
算
方

法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

４
月
分
・
６
月
分
・
８
月
分

は
、
前
年
度
の
２
月
分
と
同
額

が
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

ま
す
。
こ
れ
を
仮
徴
収
と
い
い

ま
す
。

　

10
月
分
・
12
月
分
・
翌
年
２

月
分
は
、
年
間
の
税
額
か
ら
仮

徴
収
し
た
金
額
を
除
い
て
、
そ

れ
を
３
等
分
し
た
金
額
が
差
し

引
か
れ
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
に
つ
い
て
は
、

年
度
の
途
中
で
納
付
方
法
が
変

わ
る
た
め
、
納
付
時
期
や
差
し

引
か
れ
る
税
額
が
変
則
的
に
な

り
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

※
今
回
の
変
更
は
、
納
付
方
法

を
変
更
す
る
も
の
で
、
税
額
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
べ

て
の
公
的
年
金
受
給
者
が
対
象

と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

６
月
中
旬
に
、年
間
の
税
額
・

特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
・
納
期

な
ど
を
、
税
額
決
定
通
知
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10
月
か
ら
開
始

課
税
課
市
民
税
係
（
☎
㉑
５
５
３
４
）

　

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
住
宅

の
倒
壊
に
よ
り
、
多
く
の
生
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
市
で
も
、
近
い
将
来
、

必
ず
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

に
よ
り
、
大
き
な
被
害
を
受
け

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
無
料
耐

震
診
断
や
、
耐
震
補
強
に
要
す

る
費
用
の
補
助
を
行
い
、
住
宅

対
象
住
宅　

昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
完
成
し
た
３
階
以
下

の
木
造
住
宅

※
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ

　

市
の
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診

断
、
ま
た
は
、
所
定
の
講
習
を

受
け
た
人
（
耐
震
診
断
者
）
に

よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
た
結

果
、
評
点
が
低
か
っ
た
住
宅
に

つ
い
て
は
、
耐
震
補
強
を
す
る

場
合
の
計
画
作
成
費
と
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

申
し
込
み　

木
造
住
宅
耐
震
診

断
判
定
書
・
印
鑑
を
持
参
し
、

危
機
管
理
課
へ

■
計
画
作
成
費
用
の
補
助

対
象
住
宅　

耐
震
診
断
の
結

果
、「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高

い
」
ま
た
は
「
倒
壊
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
住

宅対
象
計
画　

木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
の
評
点
を
「
一
応
倒
壊
し

な
い
」
ま
た
は
「
倒
壊
し
な
い
」

に
す
る
た
め
の
耐
震
補
強
計
画

の
作
成

補
助
金
額　

16
万
円
以
内

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

木
造
住
宅
耐
震
補
強
に
か
か
る

計
画
作
成
費
と
工
事
費
の
補
助

シ
リ
ー
ズ
防
災

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

床
面
積
の
２
分
の
１
を
超
え
る

部
分
が
住
宅
用
で
あ
る
こ
と
が

要
件
で
す
。

※
ロ
グ
ハ
ウ
ス
・
プ
レ
ハ
ブ
住

宅
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

※
居
住
者
と
所
有
者
が
異
な
る

場
合
は
所
有
者
、
共
同
住
宅
な

ど
の
場
合
は
居
住
者
全
員
の
同

意
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　

住
宅
の
所
有
者
ま

た
は
所
有
者
の
同
意
を
得
た
居

住
者
が
、
住
宅
の
建
築
年
月
が

の
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
ま

す
。

　

大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た

め
、
住
宅
の
耐
震
化
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

分
か
る
資
料
・
印
鑑
を
持
参
し
、

危
機
管
理
課
・
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
・
各
支
所
へ
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わ
が
家
の

防
災
会
議

こ
れ
ま
で

　年間の税額を４等分し、年４回の納期に分け、納付

書または口座振替で納めていました。（普通徴収）

例）年間の税額が 60,000円の場合

1期（６月）
15,000円

２期（８月）
15,000円

３期（10月）
15,000円

４期（１月）
15,000円

普通徴収

平
成
21
年
度

　公的年金からの特別徴収が始まる初年度となるため、

変則的になります。

　６月・８月は、年間の税額の２分の１を、納付書ま

たは口座振替で納めます。（普通徴収）

　残りの２分の１の金額は、10月分・12月分・２月分
の公的年金から差し引かれます。（特別徴収）

例）年間の税額が 60,000円の場合

１期（６月）

15,000円
２期（８月）

15,000円
10月分
10,000円

12月分
10,000円

２月分
10,000円

普通徴収 特別徴収

平
成
22
年
度
以
降

　４月分・６月分・８月分の公的年金からは、前年度

の２月分の税額と同額が仮徴収されます。（特別徴収）

　10月以降は、年間の税額から仮徴収分（４月分・６
月分・８月分）を差し引いた額を３等分し、10月分・
12月分・2月分の公的年金から差し引かれます。（特別
徴収）

例）年間の税額が 60,000円の場合

仮徴収 本徴収

４月分
10,000円

６月分
10,000円

８月分
10,000円

10月分
10,000円

12月分
10,000円

２月分
10,000円

特別徴収

納付方法の変更の例

■
工
事
費
の
補
助

対
象
住
宅　

耐
震
診
断
の
結

果
、「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高

い
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

現
在
居
住
者
が
お
り
、
住
宅
が

建
ち
並
ん
だ
地
域
に
あ
る
住
宅

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
居
住
者
の

収
入
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

対
象
工
事

①
耐
震
補
強
工
事
（
評
点
を
1.0

以
上
に
す
る
工
事
）

②
準
耐
震
補
強
工
事
（
評
点
を

0.7
以
上
に
す
る
工
事
）

③
同
じ
敷
地
内
で
の
住
宅
の
建

て
替
え
の
た
め
に
行
う
住
宅
の

除
却
工
事

補
助
金
額

①
60
万
円
以
内
（
収
入
要
件
に

よ
り
、
金
額
が
上
乗
せ
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

②
③
30
万
円
以
内

と
き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お
り

内
容　

耐
震
診
断
者
と
の
面

談
、
申
し
込
み
方
法
の
説
明
な
ど

申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
危

機
管
理
課
へ

と　き

 ５月10日（日） 9:00 ～ 16:00　

 ５月18日（月） 17:00 ～ 20:00　

 ５月29日（金） 17:00 ～ 20:00　

 ６月 ６日（土） 9:00 ～ 16:00　

木造住宅耐震補強相談会

※いずれも場所は、市役所本館・1-1
　会議室です。
※申し込み状況により、日程を調整す
　る場合があります。

木
造
住
宅
耐
震
補
強
相
談
会

　

家
族
み
ん
な
で
防
災
会
議

　

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。平
日
の
昼
間
な
ど
、

家
族
が
違
う
場
所
に
い
る
と
き

に
大
地
震
に
遭あ

う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

家
族
で
防
災
会
議
を
開
い

て
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ

う
に
行
動
す
る
べ
き
か
を
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
防
災
会
議
と
は

　

家
族
防
災
会
議
と
は
、
大
き

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備

　

地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
に
は
、
日
ご
ろ
の
備

え
が
大
切
で
す
。

　

自
分
の
身
の
安
全
・
家
族
の

安
全
・
ま
ち
の
安
全
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

え
て
、
家
族
全
員
の
対
処
方
法

を
考
え
る
も
の
で
す
。

　

大
地
震
が
起
き
た
場
合
に
、

家
族
全
員
が
安
全
に
避
難
す
る

方
法
な
ど
を
気
軽
に
話
し
合
う

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
よ
う
。

　

家
族
の
集
合
場
所
・
連
絡
方

法
・
非
常
持
ち
出
し
品
な
ど
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
く
機
会
と

し
て
も
大
切
で
す
。

◆地震発生時の役割分担を決める
 ● 火の元・電気器具の管理、非常持ち出し袋の 
　持ち出しなど、役割を決めておく
◆非常持ち出し品の確認
 ● 必要な持ち出し品がそろっているかを確認する
 ●保存状態や使用期限を点検する
◆避難場所・連絡方法の確認
 ● 避難場所や、家族が離れ離れになったときの
　連絡方法を確認する
 ● 休日などを利用し、自宅から避難場所までの
　避難経路を確認する

家
族
防
災
会
議
の
一
例

わ
が
家
の

防
災
会
議
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
中
身

ご
み
の
中
身

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
中
身

わたしたちの地域だから、わたしたちの地域だから、
わたしたちでやりたいことがあるわたしたちでやりたいことがある

　

「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」

と
は
、
地
域
課
題
を
解
決
し
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
住
民
が
集
い
、
自
治

会
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
や
市
役
所
と
力
を
合
わ
せ

て
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
こ
う

し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
実
現

す
る
た
め
の
仕
組
み
の
こ
と
で

す
。

　

市
で
は
、
こ
の
仕
組
み
を
担

う
地
域
の
自
治
組
織
と
し
て
、

小
学
校
区
を
基
本
単
位
に
「
地

区
み
ら
い
会
議
」（
仮
称
）
の

設
立
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

「
厚
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
の

会
」
は
、
平
成
17
年
６
月
、
中

心
市
街
地
の
衰
退
を
き
っ
か
け

に
、
住
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、「
厚
生

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
８
月
、
さ
ら
に
活

動
を
充
実
す
る
た
め
、
５
つ
の

委
員
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
自
分
た
ち
の

住
む
地
区
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
将
来
像
を
つ

く
り
上
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
具
体
的
な
行
動
を
、
自
助
・

共
助
・
公
助
に
区
分
し
、
厚
生

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
「
け
や

き
宣
言
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
そ
の
５
つ
の

委
員
会
で
、「
け
や
き
宣
言
」

に
基
づ
く
活
動
や
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
会

　

昨
年
、
市
内
の
家
庭
か
ら
出

さ
れ
る
燃
え
る
ご
み
の
内
訳

（
重
量
比
）
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
一
番
多
か
っ
た
の
が
「
生

ご
み
」
で
、
全
体
の
約
45
％
を

占
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
次
に
多
い
の
が

「
資
源
に
な
る
紙
ご
み
」（
新
聞
・

雑
誌
・
菓
子
箱
・
包
装
紙
な
ど
）

で
約
15
％
、
３
番
目
に
多
い
の

が「
資
源
に
な
ら
な
い
紙
ご
み
」

で
約
12
％
で
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
１

　

生
ご
み
を
減
ら
そ
う

　

市
内
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

燃
え
る
ご
み
の
約
半
分
は
「
生

ご
み
」
で
す
。
つ
ま
り
、
生
ご

み
を
な
く
せ
ば
、
燃
え
る
ご
み

は
半
分
に
減
り
ま
す
。

　

生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
次

の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

 

●

余
分
な
食
材
を
買
わ
な
い

 

●

食
べ
残
し
を
出
さ
な
い

 

●

や
む
を
得
ず
ご
み
と
し
て
出

す
場
合
は
、
絞
っ
て
水
分
を
な

く
す

 

●

生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
活
用

す
る
（
市
が
購
入
金
額
の
２
分

の
１
〔
上
限
３
万
円
〕
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
）

ポ
イ
ン
ト
２

　

資
源
に
な
る
ご
み
を

　
　

き
ち
ん
と
分
別
し
よ
う

　

「
新
聞
・
折
込
チ
ラ
シ
」「
雑

誌
・
雑
紙
類
」「
段
ボ
ー
ル
」

な
ど
は
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、

資
源
置
き
場
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

中
で
も
、「
雑
誌
・
雑
紙
類
」

に
つ
い
て
は
、
燃
え
る
ご
み
に

出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
分
別
の
徹
底
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

雑
紙
と
は　

菓
子
箱
、包
装
紙
、

メ
モ
用
紙
、
紙
袋
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
な
ど

　

こ
の
よ
う
に
、
燃
え
る
ご
み

か
ら
生
ご
み
と
紙
類
を
減
ら
す

こ
と
で
、
燃
え
る
ご
み
の
量
を

大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
焼
却
費

用
の
削
減
、
ま
た
、
指
定
ご
み

袋
代
や
持
ち
運
び
の
手
間
な

ど
、
皆
さ
ん
の
負
担
も
少
な
く

な
り
ま
す
。

　

い
ま
一
度
、
燃
え
る
ご
み
の

出
し
方
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

環境課（☎㉑5543）

　

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
ご
み

を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

次
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。

わたしたちの地域だから、
わたしたちでやりたいことがある

シリーズふるさと未来づくり⑦

市民交流課（☎㉑５５６３）

モ
デ
ル
地
区
第
１
号

　

昨
年
度
か
ら
、
モ
デ
ル
地
区

で
、
そ
の
仕
組
み
の
検
証
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
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（
厚
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
）

 

●

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で

き
、
活
気
の
あ
る
ま
ち

 

●

誰
も
が
健
康
で
お
互
い
に
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
ま
ち

 

環
境
・
美
化
委
員
会

 

●

き
れ
い
で
快
適
な
住
環
境
を

維
持
・
創
造
す
る
ま
ち

 

●

資
源
循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
構
築
す
る
ま
ち

 

教
育
・
文
化
・
伝
統
委
員
会

 

●

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

こ
と
に
よ
り
、
暖
か
い
心
の
通

う
明
る
い
ま
ち

 

●

地
域
の
行
事
へ
の
参
加
者
を

増
や
す
こ
と
に
よ
り
地
域
が
結

束
し
、
活
気
の
あ
る
ま
ち

 

●

地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
文
化
・
伝
統
を

継
承
し
発
展
さ
せ
る
ま
ち

買
物
環
境
委
員
会

 
●

お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
買
物

環
境
の
あ
る
ま
ち

 

●

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
実
現

で
き
る
買
物
環
境
の
あ
る
ま
ち

観
光
委
員
会

 

●

鳥
居
前
町
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
ま
ち

 

●

観
光
客
が
迷
わ
な
い
ま
ち

 

●

地
元
と
観
光
客
が
共
存
で
き

る
ま
ち

 

●

伊
勢
ま
つ
り
を
通
じ
、
伝
統

と
歴
史
を
感
じ
る
ま
ち

５
つ
の
委
員
会
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン

厚生地区まちづくりの会事務所

 

安
心
・
安
全
・
健
康
・
福
祉

 

委
員
会

産業支援課（☎635677）

シリーズ産業支援◆
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
相
談
支

援
補
助
金

　

企
業
が
㈶
三
重
県
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
専
門
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

◆
異
業
種
交
流
会

　

異
な
る
業
種
の
人
た
ち
が
交

流
し
、
情
報
交
換
す
る
機
会
を

設
け
ま
す
。

◆
木
工
講
座

　

優
れ
た
木
工
技
術
者
を
育
成

す
る
た
め
、
１
年
間
の
木
工
技

術
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

新
産
業
創
出
支
援
事
業
補
助
金

　

新
た
な
製
品
を
創
り
出
す
、

優
れ
た
技
術
を
持
つ
中
小
製
造

業
関
連
の
事
業
者
ま
た
は
団
体

の
育
成
を
図
る
た
め
、
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
事
業

 

●

新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開

発
や
特
許
権
取
得
な
ど
を
行
う

（
平
成
21
年
度
か
ら
開
始
し
た

事
業
に
限
る
）

 

●

補
助
対
象
経
費
が
２
０
０
万

円
以
上

 

●

平
成
23
年
１
月
末
ま
で
に
研

究
開
発
が
終
了
す
る

対
象
者

 

●

市
内
の
中
小
製
造
業
者
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
・
情
報
処
理
業
者
、

ま
た
は
そ
の
団
体

 

●

研
究
開
発
終
了
後
１
年
以
内

に
、
市
内
に
事
業
所
を
設
置
す

る
中
小
製
造
業
関
連
業
者

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
か

ら
国
・
県
補
助
金
額
を
差
し
引

い
た
金
額
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
額
は
２
０
０
万
円
）

◆
説
明
会

と
き　

５
月
18
日
（月）
、
午
後
６      

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・

研
修
室

　

伝
統
工
芸
品
産
業
の
振
興
・

育
成
を
図
る
た
め
、
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　

伝
統
工
芸
品
な
ど

に
関
す
る
伝
統
技
法
の
再
生
・

後
継
者
育
成
や
販
路
開
拓
事
業

対
象
者　

伝
統
工
芸
品
の
製
造

な
ど
に
携
わ
る
市
内
の
個
人
・

企
業
・
団
体

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
か

ら
国
・
県
補
助
金
額
を
差
し
引

い
た
金
額
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
額
は
20
万
円
）

支
援
事
業
補
助
金
の

ご
案
内

平
成
21
年
度
の
新
事
業

伝
統
工
芸
品
等

再
生
支
援
事
業
補
助
金

共
通
項
目

申
し
込
み　

５
月
８
日
（金）
〜
28

日
（木）
に
、
申
請
書
（
同
課
に
あ

り
ま
す
）
と
必
要
書
類
を
産
業

支
援
課
へ

※
審
査
に
よ
り
交
付
を
決
定
し

ま
す
。

中
小
企
業
で
、
技
術
面
や
販
売
面
な

ど
で
お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

 
け
や
き
宣
言

基
本
理
念

 

●

こ
こ
に
住
む
こ
と
を
喜
び
、
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針

 

●

自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

 

●

全
員
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

 

●

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
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一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

る
価
値
は
あ
る
の
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
部
活
で
も
失
敗
ば

か
り
く
り
か
え
し
て
、
友
達
に

助
け
て
も
ら
っ
て
ば
か
り
で
し

た
。
お
母
さ
ん
た
ち
に
相
談
し

よ
う
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
仕

事
や
家
事
が
い
そ
が
し
く
て
ど

う
も
話
し
か
け
る
の
は
悪
い
気

が
し
て
、
相
談
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
自
分
の
中
に
た
め
こ
み

す
ぎ
た
の
が
悪
か
っ
た
の
か
、

一
度
だ
け
少
し
体
調
を
く
ず
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
周
り
に
は
相
談
で
き
ず

に
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
分
の

問
題
で
あ
っ
て
、
関
係
の
な
い

周
り
の
人
を
ま
き
こ
ん
で
い
い

は
ず
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

で
も
、
そ
れ
は
ま
ち
が
い
だ

と
、
お
母
さ
ん
が
気
付
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
私
だ
け
が
た
め

こ
ん
で
も
ち
が
っ
た
方
向
で
解

決
し
よ
う
と
し
て
は
意
味
が
な

い
と
思
い
ま
し
た
。親
や
友
達
、

私
の
こ
と
を
少
し
だ
け
で
も
心

 

「
み
ん
な
の
い
の
ち
」

　
　
　
　
　
　
　

中
学
二
年
生

　

私
は
自
分
が
何
の
た
め
に
生

き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。自
分
は
、

本
当
に
こ
こ
に
い
て
い
い
の

か
、
周
り
に
迷
惑
ば
か
り
か
け

て
何
も
で
き
な
い
自
分
に
生
き

配
し
て
く
れ
て
い
る
人
に
相
談

し
て
、
周
り
の
意
見
を
も
ら
っ

て
解
決
す
る
こ
と
が
一
番
の
解

決
方
法
だ
と
知
り
ま
し
た
。
そ

し
て
皆
に
相
談
し
て
わ
か
り
ま

し
た
。
自
分
が
生
き
る
価
値
が

な
い
な
ん
て
い
う
の
は
、
自
分

が
ま
だ
幸
せ
だ
か
ら
言
え
る
こ

と
で
、
必
死
に
生
き
よ
う
と
し

て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
の

に
、
私
な
ん
て
世
界
か
ら
見
た

ら
全
然
幸
せ
な
方
な
の
だ
か
ら

こ
の
命
を
大
切
に
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
生
き
た
く
て
も
命
を
失
っ

て
い
く
人
達
、
う
ば
わ
れ
て
い

く
命
が
あ
る
、そ
う
思
う
と「
生

き
る
価
値
が
な
い
」、「
死
ん

で
し
ま
い
た
い
」
な
ど
と
言
っ

て
い
た
自
分
が
、
と
て
も
は
ず

か
し
く
思
え
て
き
ま
し
た
。
世

界
の
人
は
す
べ
て
生
き
る
価
値

の
な
い
人
な
ど
い
な
い
と
い
う

こ
と
が
、
周
り
の
人
に
相
談
し

て
意
見
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
わ

か
り
ま
し
た
。相
談
し
た
と
き
、

お
母
さ
ん
か
ら
「
子
供
が
親

よ
り
先
に
死
ん
で
し
ま
う
の
は

一
番
の
親
不
孝
。
や
か
ら
ア
ン

タ
は
親
孝
行
し
や
ん
と
あ
か

ん
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
私
は
最
後
ま
で

ち
ゃ
ん
と
生
き
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

は
こ
ん
な
私
で
も
、
十
数
年
間

育
て
て
き
て
く
れ
た
の
だ
か
ら

私
は
そ
の
恩
を
返
す
ま
で
は
生

き
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
一
度

は
本
気
で
死
ん
で
し
ま
い
た
い

と
願
っ
て
し
ま
っ
た
私
で
も
、

支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
だ
け

で
こ
ん
な
に
も
変
わ
れ
る
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
、
自
殺
で
命
を
落
と
し
て

い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
十
代
の
自
殺
は
か

な
り
多
い
そ
う
で
す
。
自
殺
の

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
い
じ

め
や
家
庭
で
の
問
題
な
ど
、
ど

れ
も
い
ま
日
本
で
重
要
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
ば
か
り
で

す
。

　

私
自
身
、
今
回
の
よ
う
に
自

殺
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
周
り
に
助
け
ら
れ
て

今
の
私
が
い
ま
す
。
両
親
が
い

人権政策課（☎㉑5546）

　

誰
に
も
悩
み
は
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て

い
く
か
、
何
を
頼
り
に
し
て
い

く
か
―
―
。

　

今
回
は
、
人
権
作
文
集
「
人

権
の
芽
」
よ
り
、
自
分
の
悩
み

を
解
決
し
た
体
験
か
ら
、
大
切

な
命
と
自
殺
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
る
中
学
生
の
作
文
を
紹
介

し
ま
す
。

る
こ
と
が
当
然
だ
と
思
っ
て
い

て
も
、
親
が
い
な
い
人
は
誰
に

救
っ
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
。
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
が
な
い
と
き
、
人
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。

　

そ
こ
で
、私
は
思
い
ま
し
た
。

た
と
え
親
と
い
う
一
番
信
じ
る

こ
と
の
で
き
る
で
あ
ろ
う
人
が

い
な
く
て
も
、
そ
ん
な
と
き
は

友
達
が
そ
の
人
を
支
え
る
べ
き

な
の
だ
と
。
だ
か
ら
私
は
、「
追

い
こ
む
人
」
で
は
な
く
、「
助

け
る
人
」
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
に
は
え
ら
そ
う
な
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
言
え
な
い

け
れ
ど
ほ
ん
の
少
し
だ
け
で
も

い
い
か
ら
引
き
止
め
た
い
。
私

に
そ
う
し
て
く
れ
た
親
や
友
達

み
た
い
に
、
私
も
そ
ん
な
人
に

な
っ
て
大
切
な
命
を
こ
の
世
に

残
し
た
い
で
す
。

　

自
殺
は
、
出
口
に
も
逃
げ
道

に
も
な
り
ま
せ
ん
。
一
つ
の
大

切
な
命
が
消
え
る
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
の
人
の
涙
が
流
れ
る
。

私
は
そ
の
こ
と
を
皆
に
教
わ
り

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
今
度
は
私

が
誰
か
に
教
え
て
人
を
救
い
た

い
で
す
。
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皆
さ
ん
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
30

代
定
年
説
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。

　

県
の
調
査
に
よ
る
と
、
県
内

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
数
は
、
平
成
16

年
の
２
１
０
法
人
か
ら
、
平
成

19
年
に
は
４
５
５
法
人
と
大
幅

に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１

法
人
当
た
り
の
平
均
年
間
収
入

額
（
介
護
保
険
な
ど
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
法
人
を
除
く
）も
、

約
５
０
０
万
円
か
ら
約
７
０
０

万
円
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
く
人
は
、
少
し
ず

つ
で
す
が
、
増
え
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
活
動
す

る
人
の
労
働
環
境
は
、
低
賃
金

で
、
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
っ
た
り
し
ま
す
。
夢
を
追
い

か
け
て
い
る
の
で
、
知
ら
な
い

う
ち
に
過
酷
な
労
働
と
な
っ
た

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
危
険
な

仕
事
を
し
て
い
た
り
し
ま
す
。

　

自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら

活
動
し
て
い
る
人
は
ま
だ
良
い

の
で
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
け
を
仕

事
に
し
て
い
る
人
は
、
所
帯
を

持
ち
、
子
ど
も
が
で
き
る
と
、

企
業
に
勤
め
ざ
る
を
得
な
く
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
だ
か

ら
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
30
代
定
年
説
」

が
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
過
酷
な
労
働
に
健
康

を
損
な
う
人
も
い
る
よ
う
で

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
職
場
環
境
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

景
気
の
悪
い
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
家
に
限
ら
ず
、
健
康
に
は
十

分
に
気
を
付
け
て
い
き
た
い
も

の
で
す
ね
。

パルティ４コマ劇場

腹
筋
す
る
パ
ル
テ
ィ

背
筋
す
る
パ
ル
テ
ィ

腕
立
て
す
る
パ
ル
テ
ィ

の
び
る
パ
ル
テ
ィ

　

わ
た
し
た
ち
は
、「
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
に
誇

り
と
自
信
を
持
ち
、自
ら
考
え
、

責
任
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ

う
、
活
動
を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト

す
る
」
と
い
う
こ
と
を
使
命
と

し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
・
子
育
て
支
援
事
業
・
文

化
芸
術
体
験
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

市
か
ら「
い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
運

営
を
受
託
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
病
院

や
買
い
物
へ
の
付
き
添
い
、
安

否
確
認
な
ど
の

｢

シ
ニ
ア
サ
ポ

ー
ト
事
業｣

も
始
め
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
事
業

　

「
み
え
子
育
て
支
援
緊
急
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

「
産さ

ん

褥
じ
ょ
く

期
サ
ポ
ー
ト
事
業
」「
集

団
託
児
事
業
」
や
、
チ
ャ
イ
ル

ド
ラ
イ
ン
実
施
組
織
の
運
営
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

文
化
芸
術
体
験
事
業

　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
文
化
や

芸
術
文
化
の
体
験
の
場
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
親
子
で
米
作
り
を

し
、
高
麗
広
の
田
ん
ぼ
で
ア
イ

ガ
モ
農
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
英
心
学
園
の
生
徒
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
田
植
え
や
稲

刈
り
、
も
ち
つ
き
を
体
験
し
交

流
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
で
は
、

た
く
さ
ん
の
生
き
物
の
命
の
お

か
げ
で
、
自
分
の
命
が
あ
る
こ

と
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
」
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
仲
間

と
協
力
し
て
振
り
付
け
を
覚

え
、
表
現
す
る
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
み
な
み
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
☎
㉘
５
６
９
２
）

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

パルティくん

No.21

（
☎
⑳
４
３
８
５
）

健
康
的
に
い
こ
う
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と
き　

５
月
18
日
（月）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
生
後

７
カ
月
〜
11
カ
月
）
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食
（
後
期
〜
完
了

期
）
の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
１
日
（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

野
菜
１
日
３
５
０
グ

ラ
ム
ら
く
ら
く
料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
1／2
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

５
月
１
日
（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き　

５
月
21
日
（木）
・
６
月
５

日
（金）
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

内
容　

浜
松
二
段
階
方
式
に
よ

る
認
知
症
予
防
の
た
め
の
生
活

チ
ェ
ッ
ク
・
講
話
・
実
技
な
ど

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

眼
鏡
（
必
要
な
人
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX

で
健
康
課
へ

認
知
症
を
楽
し
く
予
防

脳
活
性
化
教
室

　
　
　
　
　

  

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

救
急
医
療

と
き　

①
５
月
23
日
（土）
・
②
５

月
29
日
（金）
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

①
初
妊
婦
と
夫
、
②
初

妊
婦

内
容　

①
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に
（
沐も

く

浴よ
く

実
習
・

妊
婦
模
擬
体
験
・
着
替
え
体

験
）、
②
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子

育
て
に
つ
い
て
（
保
健
師
の
お

話
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

５
月
１
日
（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

一
次
救
急
医
療
機
関

 

●

か
か
り
つ
け
医

 

●

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

症
状　

比
較
的
軽
症
の
場
合

（
急
病
に
な
っ
た
と
き
、
救
急

車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ

ど
す
ぐ
に
治
療
を
受
け
た
い
と

き
な
ど
）

二
次
救
急
医
療
機
関

 

●

山
田
赤
十
字
病
院

 

●

伊
勢
総
合
病
院

（
当
番
日
を
決
め
て
対
応
）

症
状　

重
症
の
場
合
（
一
次
救

急
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た

と
き
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る

と
き
な
ど
、
緊
急
な
治
療
や
入

院
が
必
要
な
と
き
）

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
の

予
防
接
種

と
き　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

対
象　

①
平
成
８
年
４
月
２
日

〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
（
中
学
１
年
生
相
当
）、

②
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

（
高
校
３
年
生
相
当
）

※
詳
し
く
は
、
勧
奨
通
知
・
予

診
票
（
①
は
学
校
か
ら
配
布
済

み
、
②
は
自
宅
へ
郵
送
済
み
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　き ところ 定員（先着順）

５月18日（月）喜楽荘（二見町荘1679-1） 20人

５月19日（火） 小俣保健センター 35人

５月22日（金） ハートプラザみその 30人

５月23日（土）
福祉健康センター 各30人

５月27日（水）

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

ヘルスメイト料理講習会

　

申
し
込
み　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課

   

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）

　
　
　
　
　
　
参
加
費
な
ど
の
記
載

   　
　
　
　
　
の
な
い
も
の
は
無
料

　

問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）

　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒
７
８
７
０
）

　

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
42
１
１
１
３
）

　

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
㉒
０
２
６
１
）

　

〔　
　

  　
　

〕
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図書館へ行こう！伊勢図書館
☎㉑００７７　FAX㉑００７８

おはなし会

と　き　毎週土曜日、午後２時30分～　
ところ　１階・おはなしコーナー　
内　容　絵本や紙芝居を読みます

あかちゃんえほんのじかん

と　き　５月28日（木）、午前11時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊びなど

上映会

と　き　５月10日（日）、午後１時30分～　
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「ドルフィンブルーフジ、もういちど宙へ」

施設利用抽選会（７月～９月分）

と　き　５月１日（金）、午前10時～（受け付けは午前
　　　　９時50分～）
ところ　２階・視聴覚室

ふるさと文庫講演会　伊勢のもの学び

と　き　５月～平成22年２月の毎月第４土曜日（計
　　　　10回）、午後２時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　第１回「地域名称（磯部・度会・伊勢ほか）の由来」
講　師　岡田登さん（皇學館大学史料編纂所教授）
定　員　50人程度（先着順）
申し込み　５月１日（金）から、直接・電話・ファクスで同館へ

休 館 日  毎週水曜日、第２金曜日
開館時間　午前９時～午後７時

小俣図書館
☎㉙３９００　 FAX㉙３９０２

おはなし会

◆たんぽぽおはなし会　５月 ９日（土）、午後 ３時～
◆赤ちゃんおはなし会　５月14日（木）、午前11時～
◆ピッポの会・紙芝居　５月17日（日）、午前11時～
※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

図書館「おはなし折り紙」会

と　き　５月23日（土）、午後３時～
ところ　１階・おはなしのへや
対　象　３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内　容　簡単な折り紙を折りながら、折り紙を使った
　　　　おはなしをします

上映会

と　き　５月16日（土）、午後２時～　
ところ　２階・視聴覚室　
内　容　「ナージャの村」（ハワイ国際映画祭ドキュメ
　　　　ンタリー部門グランプリ受賞作）

今月の特集コーナー

◆いよいよ裁判員制度スタート！
　　５月21日から、裁判員制度が始まります。裁判
　に関する本を紹介します。
◆カラフル～色いろいろ～
　　わたしたちの周りには、たくさんの色があります。
　色にまつわる絵本や図書を紹介します。

休 館 日  毎週火曜日、第２金曜日
開館時間　午前９時～午後７時

診療日 診療時間 診療科目
月曜日～土曜日 夜間19:30 ～ 22:00 内科・小児科

日曜日・祝日

昼間10:00 ～ 12:00
　　13:00 ～ 17:00

内科・小児科

歯科

夜間19:00 ～ 22:00 内科・小児科

内　容 と　き ところ

子育て相談

５月12日（火）

 9:30 ～ 11:00
13:30 ～ 15:00

中央保健センター

二見老人福祉センター

５月19日（火） ハートプラザみその

５月26日（火） 小俣保健センター

成人健康相談
成人栄養相談

（成人栄養相談は要予約 )

５月13日（水） 9:30 ～ 11:00 小俣保健センター

５月14日（木）13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

５月21日（木）13:30 ～ 15:00 中央保健センター

５月27日（水） 9:30 ～ 11:00 二見老人福祉センター

エイズ検査
毎週火曜日  9:30 ～ 11:00

県伊勢庁舎内・
伊勢保健福祉事務所
（☎㉗5148）

毎月第２火曜日 17:30 ～ 19:00

こころの健康相談
（要予約）

５月21日（木）13:00 ～ 15:00

問い合わせ: 内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）

※重症の人や、上表の診療時間外・診療科目以
外で診療を受けたい人は、次へ問い合わせてく
ださい。

■救急医療情報センター（24時間受け付け）
　☎㉘1199、音声自動案内☎0800･100･1199
■医療ネットみえのホームページ
　 http://www.qq.pref.mie.jp/

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。

休日・夜間応急診療所主な相談など
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情
報
コ
ー
ナ
ー

受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の

記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

募 
集

男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
を
募
集

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
１
３
）

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
す
る
基
本
的
な
方
針
・
政
策
・
重
要

事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
た
め
、
男
女

共
同
参
画
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

４
月
１
日
現
在
、
20
歳
以
上
で

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
人

任
期　

６
月
〜
平
成
23
年
５
月（
２
年
間
）

内
容　

審
議
会
（
年
２
回
〜
３
回
）

定
員　

３
人
〔
16
人
の
う
ち
公
募
委
員

と
し
て
〕（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

応
募
方
法　

５
月
１
日
（金）
〜
29
日
（金）

（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
応
募
用
紙
を

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
同
課
（
〒
516ｰ

8601
岩
渕
１
丁

目
７
ー
29
、
FAX
㉑
５
５
７
８
、
ア
ド
レ

スkouryu@
city.ise.m

ie.jp

）
へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
課
・
各
総
合
支
所

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.city.ise.m

ie.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
民
芸
能
祭
の

出
演
団
体
を
募
集

文
化
振
興
課
（
☎
㉒
７
８
８
５
）

　

今
年
の
市
民
芸
能
祭
は
、
す
べ
て
の

分
野
の
出
演
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日　

10
月
〜
11
月
の
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
の
う
ち
、
６
日
間
程
度

募
集
分
野

 

●

伝
統
芸
能
（
雅
楽
・
能
楽
・
狂
言
・

歌
舞
伎
な
ど
）

 

●

邦
楽
（
筝そ

う

曲
き
ょ
く

・
尺
八
・
民
謡
・
大
正

琴
・
詩
吟
な
ど
）

 

●

邦
舞
（
日
舞
・
新
舞
踊
・
民
踊
・
吟

剣
詩
舞
な
ど
）

 

●

洋
楽
（
合
唱
・
器
楽
・
民
族
音
楽
な
ど
）

 

●

洋
舞
（
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
民
族
舞
踊
な
ど
）

 

●

そ
の
ほ
か
の
舞
台
芸
能
（
演
劇
・
演

芸
・
奇
術
な
ど
）

※
応
募
状
況
に
応
じ
て
、
部
門
割
り
を

決
定
し
ま
す
。

資
格　

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す

る
舞
台
芸
能
団
体

 

●

活
動
の
本
拠
地
が
市
内
に
あ
る

 

●

公
序
良
俗
に
反
し
な
い

 

●

政
治
的
・
宗
教
的
・
商
業
的
目
的
と

し
な
い

 

●

団
体
の
主
た
る
目
的
が
文
化
振
興
で

あ
る

 

●

芸
能
祭
の
趣
旨
に
賛
同
・
協
力
で
き
る

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　

５
月
１
日
（金）
〜
29
日
（金）

（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
申
込
書
を
直

接
同
課
、
市
役
所
本
館
・
教
育
委
員
会

窓
口
、
観
光
文
化
会
館
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
に
、
ま
た
は
、
郵

送
で
文
化
振
興
課
（
〒
519ｰ

0592
小
俣
町

元
町
５
４
０
）
へ

※
申
込
書
は
、
同
課
、
市
役
所
本
館
・

教
育
委
員
会
窓
口
、
観
光
文
化
会
館
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.ise.m

ie.jp

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「伊勢市ホームページ」有料広告を募集中！
　新たな財源の確保を目的に、「伊勢市ホームページ」に有料広告を掲載
しています。貴社の宣伝・広告、販売促進活動などにお役立てください。

・広告掲載料金　１枠につき月額15,000円（税込）
・URL　http://www.city.ise.mie.jp
・掲載期間
　平成22年３月まで（掲載単位は１カ月、複数月にわたる掲載も可能）

　広告の規格や申し込み方法など、詳しくは、伊勢市ホームページをご
覧いただくか、広報広聴課（☎㉑５５１５）へ問い合わせてください。

※これらの広告は企業広告であり、市が広告主や商品などを推奨するものではありません。
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催
し
物

男
女
共
同
参
画　

映
画
祭

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
１
３
）

　

三
重
県
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
た
め
、
県
内
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
と
５
市
が
連
携
し
て
、
映
画
祭
を

開
催
し
ま
す
。

　

伊
勢
市
で
は
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
鑑
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
27
日
（土）
・
午
後
１
時
〜
３

時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多

目
的
ホ
ー
ル

内
容　

映
画
「
ぐ
る
り
の
こ
と
。」、
ア

フ
タ
ー
ト
ー
ク

定
員　

３
５
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
同
課
へ

※
託
児
あ
り
ま
す
。（
申
し
込
み
は
６

月
12
日
（金）
ま
で
）

外
城
田
川
清
掃
活
動

小
俣
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
・
外
城
田
川

河
川
美
化
協
力
会
（
☎
㉒
７
８
５
８
）

と
き　

５
月
17
日
（日）
（
雨
天
の
場
合
は

５
月
24
日
（日）
）、
午
前
８
時
〜
10
時

と
こ
ろ　

五
十
鈴
橋
西
側
〜
野
名
面
橋

集
合
場
所

 

●

外
城
田
川
沿
線
自
治
区
…
各
自
治
区

が
指
定
す
る
場
所

 

●

一
般
参
加
者
…
小
俣
図
書
館
北
側

（
外
城
田
川
堤
防
側
）

内
容　

堤
防
の
草
刈
り
、
ご
み
拾
い

持
ち
物　

作
業
が
で
き
る
服
装
・
軍
手
・

か
ま
な
ど

※
外
城
田
川
の
堤
防
に
は
、
ツ
ツ
ジ
・

ア
ジ
サ
イ
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
草

と
間
違
え
て
刈
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

伊
勢
広
域
環
境
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

と
き　

６
月
〜
10
月
の
第
２
・
４
月
曜

日
（
全
10
回
）、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
ミ
シ
ン

参
加
費　

１
カ
月
に
つ
き
３
０
０
円

申
し
込
み　

５
月
18
日
（月）
か
ら
、
同
プ

ラ
ザ
へ

お
知
ら
せ

！！福
祉
給
付
金
の

受
け
付
け
を
開
始

障
が
い
福
祉
課
（
☎
㉑
５
５
５
８
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
42
１
１
１
３
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
㉒
７
８
６
２
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
㉒
０
２
６
１
）

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
し

て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
人

 

●

身
体
障
害
者
手
帳
１
級

 

●

療
育
手
帳
Ａ

 

●

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
を
除
き
ま
す
。

 

●

介
護
用
品
支
給
事
業
の
利
用
者

 

●

重
度
心
身
障
害
者
紙
お
む
つ
等
支
給

事
業
の
利
用
者

給
付
額　

年
額
２
万
４
０
０
０
円
（
毎

年
６
月
１
日
と
12
月
１
日
現
在
で
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
に
、
１
万
２
０
０

０
円
ず
つ
支
給
）

申
請　

６
月
分
は
、
５
月
29
日
（金）
ま
で

に
、
障
が
い
福
祉
課
・
各
総
合
支
所
福

祉
健
康
課
へ
（
申
請
は
毎
年
必
要
）
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出
産
育
児
一
時
金
の

受
取
代
理
制
度

医
療
保
険
課
（
☎
㉑
５
６
４
６
）

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
支
給

さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
（
35
万
円
＋

産
科
医
療
補
償
制
度
保
険
料
３
万
円
）

を
、
病
院
な
ど
が
被
保
険
者
に
代
わ
っ

て
受
け
取
り
、
出
産
費
用
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
病
院
な
ど
の
窓
口
で
、
被

保
険
者
が
出
産
費
用
を
支
払
う
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
同
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

子
ど
も
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
は
…

伊
勢
市
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
相
談
を

こ
ど
も
課
（
☎
㉑
５
７
０
９
）

　

伊
勢
市
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
は
、
各
構
成
団
体
が
互
い
に
連

携
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
と

そ
の
家
族
を
支
え
る
た
め
の
対
応
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と

や
子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
は
、
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

構
成
団
体　

児
童
相
談
所
、
市
役
所
、

小
・
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
福
祉
施
設
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど

※
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
児
童
福
祉
法

で
定
め
ら
れ
た
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
で
す
。

相
談
窓
口　

こ
ど
も
課
内
・
伊
勢
市
子

ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
窓
口

（
☎
㉑
５
７
０
９
）

〈
緊
急
時
の
連
絡
先
〉

 

●

三
重
県
中
勢
児
童
相
談
所
（
☎
津
０

５
９
・
２
３
１
・
５
９
０
１
）

 

●

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

〈
時
間
外
の
相
談
窓
口
〉

 

●

子
育
て
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
柊
ひ
い
ら
ぎ

（
☎
㉘
９
５
１
８
）

児
童
手
当
の
請
求

こ
ど
も
課
（
☎
㉑
５
５
６
１
）

　

小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
人
は
、
児
童
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制

限
が
あ
る
た
め
、
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
人
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

所
得
制
限
な
ど
の
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
手
当
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
人
は
、

６
月
分
か
ら
、
手
当
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
５
月
１
日
（金）
以

降
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
、
６
月
以
降
に
現
況
届
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

後
日
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
手
当
は
、
原
則
と
し
て
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

同
課
、
各
総
合
支
所
福
祉
健

康
課
、
各
支
所

持
ち
物　

印
鑑
、請
求
者
名
義
の
通
帳
、

年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金
加
入
者

は
不
要
、
社
会
保
険
加
入
者
は
健
康
保

険
証
の
コ
ピ
ー
で
も
可
）

※
こ
の
ほ
か
に
も
添
付
書
類
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

同
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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市
政
に
つ
い
て
の
疑
問
や
提
案

を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

広
報
広
聴
課
（
☎
㉑
５
５
１
５
）

出
前
ト
ー
ク

　

地
域
や
集
会
な
ど
に
市
職
員
が
出
向

き
、
市
の
施
策
や
事
業
な
ど
、
希
望
す

る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
10
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル

ー
プ

テ
ー
マ　

自
由

実
施
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
（
祝
日
・
休
日
を
除
く
）

会
場　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
準
備

申
し
込
み　

希
望
す
る
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
同
課
へ

市
政
へ
の
提
案
箱

　

市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
た
「
市
政
へ

の
提
案
箱
」
に
備
え
付
け
て
あ
る
記
入

用
紙
に
、
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な
意

見
・
提
案
・
ア
イ
デ
ア
と
、
氏
名
・
連

絡
先
を
記
入
し
、
箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

　

後
日
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
連
絡

先
に
回
答
し
ま
す
。

設
置
場
所　

市
役
所
本
館
・
１
階
市
民

ホ
ー
ル
、
各
総
合
支
所
、
各
支
所
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
、
福
祉

健
康
セ
ン
タ
ー

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
の
声
」

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
「
市
民
の

声
」
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
、
ご
意
見
な
ど

を
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
日
、
入
力
し
て
い
た
だ
い
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
回
答
し
ま
す
。

※
「
市
政
へ
の
提
案
箱
」
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
市
民
の
声
」
に
寄
せ
ら
れ
た
内

容
と
回
答
は
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い

よ
う
に
編
集
し
た
上
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
発
行
の
印
刷
物
な
ど
に
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

５
月
18
日
（月）
〜
24
日
（日）
は

春
の
行
政
相
談
週
間

広
報
広
聴
課
（
☎
㉑
５
５
１
５
）

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
要
望

を
聞
き
、
解
決
を
図
る
も
の
で
す
。

　

毎
月
、
相
談
日
を
設
け
て
、
同
課
・

二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
小
俣
総

合
支
所
地
域
振
興
課
で
、
行
政
相
談
委

員
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
21
ペ
ー

ジ
参
照
）

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

生
活
支
援
課
内
・
伊
勢
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
連
合
会
（
☎
㉑
５
５
５
７
）

　

５
月
12
日
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
で
す
。
ま
た
、
５
月
12
日
〜
18

日
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

強
化
週
間
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
、
活
動
の
強
化
・
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住

民
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
り
、
地
域

住
民
と
行
政
機
関
な
ど
を
つ
な
ぐ
役
割

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

あ
な
た
の
相
談
相
手
で
す
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ケーブルテレビ番組案内 ５月ケーブルテレビ番組案内 ５月ケーブルテレビ番組案内 ５月
※放送時間や内容は、変更することがあります。

  アナログ 10チャンネル
  アナログ 21チャンネル（御薗地区のみ）

広報広聴課（☎㉑5515）
伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」
放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～

■特集
 ●全日本花いっぱい伊勢大会

■お知らせ

４/27～５/３
 ●ゴールデンウィーク交通対策
 ●妊婦健康診査

５/４～ 10
 ●軽自動車税の納付
 ５/11～17
 ●介護予防啓発「脳活性化教室」
 ●耐震診断・耐震補強・家具固定

５/18～ 24
 ●このごみ、何ごみ？
 ●夫婦岩の日の出

５/25～31
 ●歯の衛生週間
 ●花火大会桟敷席販売

 ※アナログ 21チャンネルで放送していた天
 気情報は、3月31日をもって終了しました。

伊勢市行政チャンネル番組表

  アナログ８チャンネル
  地上デジタル 121チャンネル
  デジタル 701チャンネル

㈱アイティービー（☎フリーコール0120・270・089）
放送時間：午前6時～翌日午前2時
 今月のおすすめ番組
■ｉＴＶニュース
 奇数時間０分～
　地域のホットな話題やニュースをお届けします。
 
●月曜日～金曜日の毎日午後7時に更新
 ●土曜日・日曜日の午後7時からは、ニュース
の週間ダイジェストを放送
■美し国の食卓
 ５/11 ～ 17・５/25～ 31
 午前８時30分～・ 午後０時30分～・
 午後４時30分～・午後 10時30分～
　食をテーマにした情報番組。アイティービ
ー放送エリア内の朝市・産直市を訪れたり、
旬の料理やお菓子など四季折々の季節を感じ
ながら「地のもの」「旬」｢三重の特産品｣ を紹
介します。
■桂文我の伊勢本街道

 ５/４～
　大阪の玉造稲荷神社から伊勢神宮まで続く
伊勢本街道を落語家・桂文我が訪ねます。
■特別番組

 平成21年度多度大社例祭 上げ馬神事（生中継）
 ５/５、午後1時～ 4時
　毎年、５月４日・５日に行われる多度祭の
｢上げ馬神事｣ には、例年全国から大勢の見物
客が訪れます。「上げ馬神事」の起源は南北朝
のころから始まったと言われています。花笠
武者姿で馬を駆け約２ｍもの絶壁を昇る姿は
圧巻です。

※詳しくは、アイティービーのチャンネルガ 
イドまたはホームページをご覧ください。
※デジタル121チャンネルを視聴している人
は、電子番組表（EPG）も活用してください。

 アイティービー
 コミュニティチャンネル番組表
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５月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けている場合は、相談を受けるこ
とはできません。

とき／毎週月曜日、午後１時 30分～３時 30分〔5月 4
日は祝日のため、5月７日（木）に行います〕　ところ／広
報広聴課（☎㉑５５１５）　対象／市内に住所を有する人
定員／８人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／相談
日当日の午後１時 15分までに広報広聴課へ来所

とき／ 5月 14 日（木）、午後１時 30 分～３時 30 分　と
ころ／小俣保健センター　対象／市内に住所を有する人
定員／４人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／ 5月
7日（木）～ 13 日（水）に、社会福祉協議会小俣支所（☎
㉗０５０９）へ来所または電話

とき／ 5月 21 日（木）、午後１時 30 分～３時 30 分　と
ころ／ハートプラザみその・多目的室　対象／市内に住
所を有する人　定員／４人（定員を超えた場合は抽選）　
申し込み／5月14日（木）～20日（水）に、社会福祉協議会
御薗支所（☎⑳８６１０）へ来所または電話

とき／ 6月 4日（木）、午後１時 30 分～３時 30 分　とこ
ろ／福祉健康センター　対象／市内に住所を有する人　定
員／４人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／5月28
日（木）～6月3日（水）に、社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗
２４２５）へ来所または電話
※5月中に申し込みを開始するため、今月号に掲載しています。

交通事故
とき／第３水曜日（5月 20日）、午後１時～３時（受け付け
は午後２時 30分まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑５５１５）
定員／４人（先着順）　申し込み／相談日当日の午前8時30分
から広報広聴課へ電話

とき／月曜日～金曜日、午前９時～午後４時（受け付け
は午後３時 30分まで）　ところ／三重県交通事故相談窓口
〔三重県栄町庁舎・３階〕（☎津０５９・２２８・７３５０）　

行　政
とき／第２火曜日（５月 12日）、午後１時～３時　とこ
ろ／二見生涯学習センター　問い合わせ／二見総合支所
地域振興課（☎42１１１１）

とき／第３火曜日（５月 19日）、午後１時～３時　とこ
ろ／広報広聴課（☎㉑５５１５）

とき／第４火曜日（５月 26日）、午後１時～３時　とこ
ろ／小俣公民館　問い合わせ／小俣総合支所地域振興課
（☎㉒７８５８）

登　記
とき／第２火曜日（５月 12日）、午後１時～４時（受け付
けは午後３時まで）　ところ／広報広聴課　（☎㉑５５１５）

人　権
とき／第２木曜日（５月 14日）、午後１時～４時（受け
付けは午後３時まで）ところ／広報広聴課（☎㉑５５１５）

とき／毎週火曜日・水曜日・金曜日、午前９時 30分～午後
４時 30分　ところ／津地方法務局伊勢支局（☎㉘６１５８）

公　証（遺言・契約証明）
とき／第１木曜日（５月７日）、午後１時～４時（受け付けは
午後２時まで）　ところ／広報広聴課　（☎㉑５５１５） 

多重債務（クレジット・消費者金融など）
とき／第３木曜日（５月 21日）、午前９時 30分～ 11 時
30分（受け付けは午前 11時まで）　ところ／市役所本館・
２階第１会議室　定員／４人（先着順）申し込み／相談日
当日の午前８時30分から広報広聴課（☎㉑５５１５） へ電話

消費生活（架空請求など）
とき／月曜日～金曜日、午前９時～午後４時　ところ／
三重県消費生活センター〔三重県栄町庁舎・３階〕（☎津
０５９・２２８・２２１２）、商工労政課（☎㉑５５１２）

婦　人
とき／月曜日～金曜日、午前９時～午後４時　ところ
／生活支援課（☎㉑５５５６）

母　子
とき／月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分
ところ／こども課（☎㉑５５６１）

家庭児童（18歳未満の子どもに関する相談・児童虐待の通告）

とき／月曜日～金曜日、午前８時 30分～午後５時 15分　
ところ／こども課（☎㉑５７０９）

乳幼児
とき／月曜日～金曜日、午前９時～午後４時　ところ／大
世古保育所（☎㉕３６７６）

幼児・小・中学生（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど ）
とき／月曜日～金曜日、午前８時 30分～午後５時 15分
ところ／スマイルいせ〔小俣総合支所・2 階〕（☎㉒
７８６７・㉒７８８７）
臨床心理士によるカウンセリング（要予約）
毎週月曜日・水曜日・金曜日、午前９時～午後２時　
毎週火曜日・木曜日、午前９時～午後５時

青少年（非行問題など）
とき／月曜日～金曜日、午前８時 30分～午後５時 15分  とこ
ろ／青少年相談センター〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒７８９４）

就　職
とき／毎週火曜日（５月５日・19日を除く）、午前 10時～午後
４時　ところ／サンライフ伊勢　対象／市内に在住または通勤し
ている 35歳以下の人またはその保護者、学校の進路担当教諭　
定員／５人（先着順）　申し込み／おしごと広場みえ（☎津０５９・
２２２・３３０９）　または、商工労政課（☎㉑５５６８）へ電話

障がい者・障がい児（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の相談支援など ）
とき／月曜日～金曜日・午前９時30分～午後６時、土曜日・日曜日・
祝日・午前９時30分～午後４時30分（実施しない場合があり
ます）　ところ／障害者相談支援センター「ブレス」（宮町１
丁目５-20、☎⑳６５２５） 　相談方法／電話・来所・訪問

老人在宅介護
とき／月曜日～金曜日、午前８時 30分～午後５時 15分　ところ
／地域包括支援センター（☎㉑５５８３）、西地域包括支援センター
（☎⑳５０５５）

とき／毎日 24 時間対応　ところ／各在宅介護支援セン
ター〔神路園（☎㉒６０１２）、双寿園（☎㉓９２３１）、
白百合園（☎㉗１５１１）、山咲苑（☎㉖２６００）、正邦
苑（☎38１８００）、みなと（☎35０８１１）、楽寿苑（☎㉛
００５０）、二見ふれあいプラザ（☎43４４２３）、小俣（☎
㉗１１５５）〕　相談方法／電話・来所

心配ごと
とき／５月７日（木）、午後１時～３時　ところ／小俣保
健センター　問い合わせ／社会福祉協議会小俣支所　（☎
㉗０５０９）
とき／第２水曜日（５月 13日）、午後１時～３時　とこ
ろ／福祉健康センター　問い合わせ／社会福祉協議会伊
勢支所（☎㉗２４２５）

とき／第３水曜日（５月 20日）、午後１時～３時　とこ
ろ／ハートプラザみその・多目的室　問い合わせ／社会
福祉協議会御薗支所（☎⑳８６１０）

とき／第４水曜日（５月 27日）、午後１時～３時　ところ／社
会福祉協議会二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎43３９９４）
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